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　材料の比表面積や細孔の直径などの細孔特性
の評価は、多くの場合窒素ガスの吸脱着測定に
よって行われます。しかし、ゼオライトや金属有機
構造体 (MOF)、一部の活性炭といった1 nmより
も小さな細孔を持つ材料について、窒素ガスを用
いて細孔特性を正確に見積もることは難しいた

ゼオライトの細孔径分布解析

　触媒反応に利用されるZSM-5ゼオライ
トについてアルゴンガスと窒素ガスで吸
脱着測定を行い、細孔径分布を比較しま
した。アルゴンを用いた場合には、結晶構
造と一致する直径0.53 nmの細孔が正確
に測定できています。

右図   アルゴンガスと窒素ガスの吸脱着測定
　　   からそれぞれ見積もられた細孔径分布
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項  目

型  番

ガス種／
吸脱着温度

解析手法

仕  様

autosorb iQ (Anton-Paar社)

窒素／77 K （液体窒素使用) 
アルゴン／87 K (クライオスタット使用)

BET法、t法、Langmuir法、 
MP法、DR法、αs法、BJH法、 
DH法、HK法、SF法、DA法、DFT法

中小企業

32,590円

23,080円

260円

760円

一  般

65,190円

43,020円

530円

1,640円

項  目

アルゴン低圧

窒素低圧

試料前処理（１時間を
超える測定前処理）

細孔径分布解析

ガス吸着法、多孔質材料、比表面積、細孔特性、ゼオライト

ガス吸着法は、試料にガス分子を吸着させ、その
量とガス圧の関係からナノメートルオーダーの細
孔をもつ材料の比表面積や細孔径の分布を見積
もる方法です。都産技研は、これまで窒素ガスの
吸脱着による試験を実施してきましたが、約
1 nm以下の細孔をもつ材料では正確性に課題
がありました。本装置は、アルゴンガスの吸脱着
に対応しているため、ゼオライトや金属有機構造
体（MOF）などの小さな細孔をもつ材料の比表
面積や細孔径分布が正確に測定できます。

め、国際純正応用化学連合（IUPAC）では材料
との相互作用の少ないアルゴンガスを用いた測定
を推奨しています。
　本装置は、アルゴンガスの吸脱着測定によるマイ
クロ細孔の正確な評価が可能です。また、密度汎
関数理論（DFT）計算を解析に用いることで、従
来の半経験的な手法（HK法、SF法）に比べ信頼
性の高い細孔径分布が得られます。

キーワード

モーターの性能測定に活用できる装置です。モーター
に実負荷を与え、モーターの機械的出力であるトルク
[N・m]および回転速度[r/min]を測定します。さらに、
電気的入力である電圧[V]、電流[A]、電力[W]を電力
計で測定し、モーターの効率[%]を自動的に計算しま
す。5種類のトルク測定器の中から、適切な測定器を選
択できます。

240 nmから2600 nm（紫外領域から近赤外領域）の
透過率・吸光度・反射率を測定できる装置です。主に、
板ガラスの透過率・反射率や塗膜の日射反射率、建築
窓ガラス用フィルム透過率、反射・透過による測色、繊
維の紫外線遮蔽率（UPF）などの測定に用いられるほ
か、光透過の膜厚測定、全反射・拡散反射の測定も可
能です。

屋内外で材料が劣化する
因子となる光などを試験機
内で人工的に再現し、製品
の長期耐久性を短期間で
評価できる装置です。樹脂
材料、木材、塗装品や印刷
物など、さまざまな材料で
の試験が可能です。有効
試験面積が大きいため、大
型の試験品（厚みは最大
で40 mm、重量5kgまで）
にも対応可能です。

高温・低温環境下における
疲労試験を実施し、繊維強
化複合材料などの評価に活
用できる装置です。引張・圧
縮負荷、ねじり負荷、および
これらの組み合わせ負荷が
可能であり、疲労破壊に至る
までの繰り返し数のほか、指
定した繰り返し数に達した際
の荷重やストローク、トルク、
角度、および温度を出力でき
ます。

お客さまの製品やサンプル、材料などをお
預かりして試験を行います。試験結果に基
づき、品質証明や事故原因などについて技
術的なアドバイスを行います。

試験機器をお客さま自身で操作していただけま
す。製品や材料などの試作、測定、分析にお役立
てください。ご要望に応じて、機器の使用法や試
験データの読み方についてご説明いたします。

TIRI NEWS ウェブサイトは、都産技研の事業内容や研究成果を
紹介する記事を毎月更新しています。
設備紹介記事は、都産技研が保有している装置の特長や活用事例などを
紹介しています。ぜひご覧ください。

マテリアル技術グループ＜本部＞お問い合わせ TEL 03-5530-2660

プロセス技術グループ  TEL 03-5530-2630 

電気技術グループ  TEL 03-5530-2560 

複合素材技術グループ  TEL 042-500-1290 

城東支所  TEL 03-5680-4632 

高真空物理吸着分析装置

機 機

機器利用

依

依依

依頼試験

恒温槽付き疲労試験機
メタルハライドランプ式
促進耐候性試験機

小型モーター試験装置 紫外可視近赤外分光光度計

分析装置の外観

TIRI NEWS ウェブサイトのご紹介

※「メタルハライドランプ式促進耐候性試験機」と「恒温槽付き疲労試験機」は、公益財団法人JKA 補助事業による
　 補助を受けて設備導入しています。

TIRI NEWS
ウェブサイトはこちら

https://
www.iri-tokyo.jp/

site/tiri-news/
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